
　「アタックチャーンス！」

　日曜昼に放送される長寿番組『パ

ネルクイズ　アタック25』では、司

会者のこの掛け声がお馴染みだ。

　解答者は予選を勝ち抜いた４人。

早押しで答える。正解すれば、全25

枚のパネルから１枚を選び、自分の

色に変える。優勝はオセロ式による

パネル獲得数によって決定。会場で

は視聴者も観覧できる。

　放送40周年を迎えた昨年は、司会

者に俳優の谷原章介さん（43）を迎

えるなど、記念すべき年となった。

洋服は「青」避けて
　同年12月13日の全国放送。「女子

大生大会」が始まった。山田さんは中

大理工学部応用化学科４年生。「谷原

さんに会えてうれしかった」とワク

ワクした一方で、「クイズが得意そう

な人ばかりで焦りもありました」

　しかし、「問題にとにかく集中し

て、正解していくことで不安や緊張

も解けていった」と話す。

　次々に解答し、青色パネルが増え

ていく。

　青は番組中の自分の色。事前連絡

で分かり、この日の服選びでは青を

避けた。

　勝負どころでは攻めようという気

持ちが芽生えた。正解してもパネル

獲得位置に発展性がない状況では、

あえて解答を見送るなど戦略的に

ゲームを進めた。

　その結果、13枚のパネルを獲得、

２位に８枚差をつけた。トップを取

ると「豪華客船で行く地中海クルー

ズ　ペア10日間の旅」に挑戦できる。

　テレビ朝日系のクイズ番組『パネルクイズ アタック25』女子大生大会で

中央大学理工学部４年の山田真優さんが優勝した。優勝者に出題される

海外旅行クイズも見事正解。女王戴冠までのクイズ勉強法を聞いた。

学生記者　猪瀬春奈（総合政策学部３年）

チャンスにズバリ！

山田真優さん「アタック25」女子大生大会Ｖ

夢かなえ「戴冠」

優勝した山田真優さん（写真提供：朝日放送）
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危険物取扱者
　国家資格の一つ。一定数量以上の危
険物を貯蔵し、または取り扱う化学工
場、ガソリンスタンド、石油貯蔵タン
ク、タンクローリーなどの施設には、
必ず危険物取扱者を置かねばならな
い（一般財団法人　消防試験研究セン
ターＨＰから抜粋）。

番組ルール（ＨＰから抜粋）
▽�赤・緑・白・青の席に座った４人によ
る早押しクイズ。

▽�不正解のときは２問の間、答えられ
ない。

▽�パネルが残り５枚になったら「ア
タックチャンス」。パネルを１枚
取ったあと、今後の展開に有利とな
ると考えた、他の人のパネルを１枚
消せる。

▽�最多パネル獲得者がトップ賞。海外
旅行をかけて最後のクイズに挑戦。
正解すると「地中海クルーズ」にペ
アで招待される。全ての出場者はパ
ネル１枚につき賞金１万円。

ヘぇ～

も
っと

知りたい

正解にガッツポーズ
　「ある人物をお答えください」。谷原

さんが山田さん一人を見つめて言う。

　パネルスクリーンに伝説絵「母親

が白キツネ」、大阪市の地図、一条天皇

と藤原道長の似顔絵、ベストセラーと

なった小説とマンガ、神社外観、フィ

ギュアスケート・羽生結弦選手の演技

シーンが次々に映し出される。

　ヒントになる絵や画像は、獲得し

た枚数の13カ所だけ登場する。全容

は分からない。難問とされるゆえん

である。

　解答はやや間をおいて答えた。

「安
あべのせいめい

倍晴明」。陰
おんみょうじ

陽師につながる人や

出来事ばかり。羽生選手はフリー演

技の曲に使用していた。

　正解にガッツポーズが出た。「得

意分野だったため、ラッキーでした」

　客席で観覧中の家族と喜び合い、収

録後は夕食も兼ねた祝賀会へ。大阪な

らではのお好み焼きをほおばった。

　放送日には祖父宅に親戚ら10人

が集まり、テレビを囲んだ。結果は

「優勝」と分かっているとはいえ、一

同は山田さんの解答に拍手、拍手、

また拍手。「自分が映っている姿を

全国放送で見るのは、変な感じがし

ました」

　放送後は友人・知人らから、たく

さんのお祝いメッセージが入った。

子供のころから思い
　雑学が好きな父親の影響もあり、

小学校低学年のころから、気が付け

ばこの番組にチャンネルを合わせて

いた。分からない事柄はすぐに解決

しないと気が済まない性格。辞書や

図鑑をよく引いた。「いつか出場し

てみたい」という思いが募り、今回

初めて応募した。

　テレビ画面には映らない予選があ

る。筆記試験とその合格者への面接。

筆記試験に老若男女約100人が挑ん

だ。出題は易しいものから高難度の

ものまで幅広い。通過者は30人ほど

に絞られた。

　面接は集団で行われ、自己ＰＲを

２分間。

　応用化学を勉強する大学での日

常、「危険物取扱者」（国家資格）の有

資格者であること。幼いころから、こ

の番組が好きで、司会者・谷原さんの

ファンであることもアピールした。

　予選を突破した。大阪での収録日

まで過去問題に習い、放送日にちな

んだ出題を予測。最新ニュースや話

題の映画、本、ＣＤなどをくまなく

調べ、万全を尽くした。

　サービスなのか出場者に合わせた

問題がよく出ているため、「化学問

題なら絶対に答える」と決めていた。

「二酸化炭素」と難なく答えた出題

には、ボタンを押す右手が素早く反

応した。　

　テレビ出演は獲得した賞品のほ

か、大きなプラスをもたらした。医学

部の学生、英語力の高い女子大生ら

と会えたことで、いい刺激を受けた。

　山田さんはこの春、中大大学院へ

進学する。研究をさらに進めて、将

来は食品添加物や化粧品などの開発

を目指す。「研究室でも、刺激になっ

たこの経験を生かして、さらに頑張

りたい」と意気込んでいた。

フィギュアスケート羽生結弦選手
（写真提供：産経新聞社）

HAKUMON Chuo 2016 早春
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